
令和５年度  開智学園総合部（小学校１年生～中学校２年生）             学 校 自 己 評 価 システムシート                                 2023.4.1(起) 

◆  達成度 A：ほぼ達成（８割以上）   B：概ね達成（６割以上）   C：変化の兆し（４割以上）   D：不十分（４割未満）  ◆ 【P】とは：プライマリー課程（小学校１年生～４年生）  【S】とは：セカンダリー課程（小学校５年生～中学校２年生） 

目指す学校像（ミッション） 深い理解を伴う知識学習を基本とした、心豊かな創造力・発信力をもった国際社会に貢献できるリーダーの育成 

本年度の重点目標 

１．基礎的・基本的な内容の十分な理解を基盤とした探究的な学びを深め、多様性や関係性を重視する協働的な学びを目指す 

２．発達段階に応じた学習集団で学び合い、学びの質の向上を図るとともに主体的で深い学びを実現する 

３．一人一人の問いをより広く深く展開できるテーマや題材を設定し異学年活動の質を高める 

４．ＩＣＴを活用して教育活動を充実させるとともに、保護者の求める情報をタイムリーにわかりやすく発信する 

学      校      自      己      評      価 学校関係者評価（令和 6 年５月） 

（保護者代表 6 名・学校代表３名）  評価項目 年  度  当  初 中間評価（１０月） 最  終  評  価（ ３ 月 ） 

現状と課題 具体的な方策 経過・進捗状況 経過・達成状況等 達成

度 

次年度の課題 意見・要望・評価等 

１ 

よりよい授業を

目指す授業開発

の取組み 

授業改善 

 

P】基礎的・基本的な内容の定着度 

の個人差が依然として顕現化してい

る。引き続き学力の底上げにかかる

方策を講じていく必要がある。 

【S】ICT の活用が図られ、授業改善

に努めてきたが、児童生徒の自発的

な学びに結び付いていない。発展的

な学び、協働型の授業をより推進し

児童生徒の学習モチベーションを高

めていく必要がある。 

【P】アプリを活用した繰り返し

学習を家庭学習に取り入れ、授業

では協働的な学びを積極的に行い

対話的で深い学びを実現する。 

【S】授業での教員からの問いの

工夫や学び合いなど促進によって

児童生徒の自発的な学びに結びつ

けていく。家庭学習の確立、定着

にも力を入れ基礎基本の学力もし

っかり獲得させる。 

【P】昼の学習や家庭学習を繰り返

し行い基礎基本の定着を図ってい

る。授業では協働的な学びの場を多

く取り入れようと目指しているがま

だどの教科も足りていない。 

【S】プロジェクターやアプリ等を

用いて双方向な授業を展開する姿が

増えてきているが、更なる発展的な

学びや協働型の学習の光景が見られ

る教室はまだ一部にとどまっている

様子がある。 

【P】アプリやプリント等で毎日家

庭学習に取り組ませ基礎的・基本的

な内容の定着を図り家庭での繰り返

し学習も定着した。協働的な学びに

おいては多様な他者とともに問題の

発見や解決に臨む授業展開の視点か

ら授業改善に繋げることができた。 

【S】ICT 機器を活用しながら、必

要に応じた講義型授業や子ども自身

が考え、意見を周りと共有し、発表

し合う探究型授業も随所に見られる

ようになってきた。 

【P】 

  B 

 

 

 

【S】 

  B 

【P】基礎的・基本的な内容の定着度

を高めるため、新しい副教材を活用す

るなどして、家庭での学習習慣を向上

するとともに、探究的な学びを日常授

業の中でより具体化する必要がある。 

【S】児童生徒一人一人の目標を明確

化し、できるだけ短いスパンで適切に

評価する中で、自発的な学習につなげ

ていくことが必要である。授業におい

ては ICT の活用を促進するとともに、

協働的な学習をより推進する必要があ

る。 

・ICT の活用や先生方の工夫による魅

力的な授業の展開、家庭学習での復

習の徹底による知識定着を両輪とし

て、子供達の学力の向上を促し、進

学校としての実績向上に期待してい

る。 

・教育アプリにより効率的に学習で

きるようになったが、どちらかとい

うと受動的で、自身で字を書き考え

まとめる機会が減ってきていると感

じている。 

 

２ 

学 年 を 軸 に 児

童・生徒が主体

的に活動する学

校生活・学校行

事の実現 

主体的な活動 

 

【P】テーマ設定をする際の引き出し

を多く持たせたい。選択肢から自己

決定していく段階から、創造的なテ

ーマ設定へと、個に応じた自己決定

の機会をえられるよう、プロセスを

大切にしたい。 

【S】教科学習における探究的な学び

を保証するため、教材（学習材）の

精査と、時間の確保の両面から取り

組むことが必要である。 

【P】他者と協力して課題を解決

しようとする学習活動や言語によ

り分析し、まとめたり表現したり

するなどの学習活動を積極的に取

り入れる。 

【S】学年の探究活動ではテーマ

設定の工夫、また探究的活動のあ

り方の再確認を促す場面作りにも

力を入れていく。 

【P】各学年、探究テーマを設定し

生活科や総合、FW を通して計画的

に協働学習を行うことで主体的に学

ぶ力が育ってきている。 

【S】今年度は 7 時間授業に時間割

を組み替えた関係で探究の時間を時

間割に反映させることができた。時

間確保によって、今年度の探究の導

入やテーマ設定を各学年で確実に行

えた。 

【P】1・2 年生は体験活動を通して

課題意識を持って取り組むことがで

きた。3・4 年生は自らの探究テー

マを設定し主体的に学習を行うこと

で好奇心や探究心が育っている。 

【S】児童生徒会を中心とした委員

会活動や運動会、開智発表などの行

事においても例年のように児童生徒

の主体的な活動が様々な場面で見ら

れた。 

 

【P】 

A 

 

 

 

【S】 

A 

【P】テーマ設定をする際の引き出し

を多く持たせたい。選択肢から自己決

定していく段階から、創造的なテーマ

設定へと、個に応じた自己決定の機会

をえられるよう、プロセスを大切にし

たい。 

【S】教科学習における探究的な学び

を保証するため、教材（学習材）の精

査と、時間の確保の両面から取り組む

ことが必要である。 

・学校行事にかける時間が年々少な

くなってきているように感じる。行

事中で生まれる責任感や連帯感、主

体性は、今後の人生にとっても大切

な力になるため、通常授業とバラン

スをとりつつ更なる充実を期待した

い。 

・宿泊行事も通常の形ででき、体験

を通して成長している子供の姿を頼

もしく感じている。 

 

３ 

異学年齢のよさ

を 活 か し た

Team の運営 

Team の充実 

 

【P】協働的な学びの場として、良い

体験ができている。チームでの探究

活動については、チーム担任二人が

より連携して、それぞれの個性を生

かした活動にしていきたい。 

【S】リーダーたる 8 年生がチームを

よく導いており、チームカラーがよ

い形で諸活動に反映している。他チ

ームにない個性が発揮されること

で、それぞれのチーム力が高まって

いくものと考えたい。 

【P】多様な他者と協働探究を実

践的に取り組みながら、Team の

所属感や連帯感を深める。 

【S】Team リーダーの自主性を

育み、S プロジェクトや運動会な

どの諸活動を通して、Team の団

結力を高めていく。 

 

【P】Team の探究テーマを軸に能動

的に学び合うことで異学年齢集団が

育っている。引き続き計画的に探究

を進めながら個の成長にも繋げてい

きたい。 

【S】4月の新しい行事の Sプロジェ

クトや 10 月の運動会では 8 年生が

リーダーシップを十分に発揮して

Team をまとめる姿が見られた。委

員会や表現などの日常での活動にも

異学年の役割が機能している姿が随

所に見られる。 

【P】異学年で協働して学び合う学

習活動の過程を繰り返すことでコミ

ュニケーション能力や児童の探究活

動の習熟が高まり Team 集団も育っ

ている。 

【S】日常の生活だけでなく、

Team 委員会や表現(演劇)などの活

動も通して異学年の役割が機能して

いる姿が多くの場面で見られた。 

【P】 

A 

 

 

【S】 

  A 

【P】協働的な学びの場として、良い

体験ができている。チームでの探究活

動については、チーム担任二人がより

連携して、それぞれの個性を生かした

活動にしていきたい。 

【S】リーダーたる 8 年生がチームをよ

く導いており、チームカラーがよい形

で諸活動に反映している。他チームに

ない個性が発揮されることで、それぞ

れのチーム力が高まっていくものと考

えたい。 

・異年齢の Team 運営は、開智に深

く浸透しており、児童生徒にとって

人との接し方や責任感を芽生えさせ

る良い機会になっている。 

・保護者の観点からも、下級生は上

級生に面倒を見てもらえる安心感が

ある。また、上級生のリーダーシッ

プを育む場として有効に機能してい

ると思う。 

・コロナ禍も明けたので、プライマ

リーとセカンダリーの交流を再開

し、総合部全体の一体感が得られる

ような取り組みを期待している。 

４ 

教育環境の充実

と保護者や入学

希望者への情報

の充実 

教育活動の充実 

【PS】効果的な ICT の活用の場面、

機会を個々の教員が持ち寄り、総合

部型学習として確立していきたい。

基本のコンセプトである、体験的な

学習は行事を優先するのではなく、

日常の授業の中で具体化したい。 

【PS】数年前より一段と整備さ

れた ICT 環境のもとで総合部全学

年 ICT を活用した授業や活動をよ

り積極的に展開していく。ツール

を有効活用して保護者との情報共

有を一層図る。引き続き、HP や

動画コンテンツ等で広報活動の充

実を図る。 

【PS】全教室がホワイトボードにな

り、全ての授業教室にプロジェクタ

ーが設置された環境の中で、ICT ツ

ールを利用して授業が展開されてい

る。スマイルネクストや Raz-

kids、モノグサなどの学習アプリの

使用も継続されている。 

【PS】設置されていなかった PS の

サブ教室にプロジェクターを設置す

ることができた。総合ホールに大型

電動化スクリーンを設置できたこと

で学年の授業や行事等で児童・生徒

の学習活動の場が広がった。今年度

も HP や SNS などの情報発信ツー

ルの有効活用を通して幅広い広報活

動に繋げることができた。 

【PS】 

A 

【PS】効果的な ICT の活用の場面、機

会を個々の教員が持ち寄り、総合部型

学習として確立していきたい。基本の

コンセプトである、体験的な学習は行

事を優先するのではなく、日常の授業

の中で具体化したい。 

・学校からの保護者への情報提供が

以前と比べ活発となり、情報の格差

がなくなってきた。しかし、情報提

供ツールが複数になり、見落とす状

況も生まれてきているので整備も必

要と感じてる。 

・ICT 教育環境が充実してきている

一方で、学校環境美化の悪化を懸念

している。特に校庭や校舎周辺の

木々のメンテナンスが著しく行き届

いておらず、開智のブランディング

にも悪影響を及ぼす可能性があると

感じる。児童生徒の心身にも影響を

及ぼすため、適切な整備をお願いし

たい。 


